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阿部修人 

 

1) 2019 年 9 月 19 日 導入 指数の重要性、指数理論の外観 

2) 2019 年 9 月 26 日 代表的指数の特徴 

算術平均指数:ラスパイレス、パーシェ指数、フィッシャー指数、 

幾何平均指数:トルンクビスト指数 

3) 2019 年 10 月 3 日 物価計測の起源と初期の指数理論 

貨幣価値に関する認識(コペルニクス、グレシェム(?)、新井白石)、 

物価計測の歴史(ヴォーガン、フリートウッド) 

初期の指数構築(ロウ、カーリ、エッジワース、ラスパイレス、ジェボンズ、ドローヴィ

ッシュ) 

近代的な指数理論(フィッシャー) 

4) 2019 年 10 月 10 日 公理的アプローチ(1) 基本公理 

基本公理の説明、追加的な公理とそれを満たさない指数の例 

5) 2019 年 10 月 17 日 公理的アプローチ(2) いくつかの重要な定理の証明 

Funke et al の定理、Diewert、Balk 達による一連の Characterization の紹介 

6) 2019 年 10 月 24 日 経済学的アプローチと実質賃金 

需要理論、ホモセティック効用関数、双対性の復習 

生計費指数の理論 

実質化及び実質賃金の経済学的意味 

数量指数の理論(マルムキスト、フィッシャー数量指数) 

7) 2019 年 10 月 31 日 CES 型効用関数と Sato-Vartia 指数 

CES 型効用関数の特徴 

要素反転性と Sato のアプローチ 

Fattore の命題と Abe-Rao の命題 

8) 2019 年 11 月 7 日 Feenstra、Broda-Weinstein 指数 

消費財の数が可変の時の経済厚生計測方法 

Feentra 指数の推計手法 

Nested CES による生計費指数の推計(Broda-Weinstein)  

9) 2019 年 11 月 14 日 柔軟な関数と最良指数(1) 

柔軟な関数の定義とその特徴 

生産関数や消費関数への応用 

10) 2019 年 11 月 28 日 柔軟な関数と最良指数(2) 



フィッシャー、トルンクビスト指数の導出 

最良指数の意義とその批判 

11) 2019 年 12 月 5 日 確率的アプローチ 

GLS、WLS の復習 

ラスパイレス指数、フィッシャー指数の回帰式による定式化 

標準誤差の付与 

12) 2019 年 12 月 12 日 地域間物価指数 

ICP と PPP 計測の歴史 

GK、GEKS 

確率的アプローチによる GEKS の導出 

Abe and Rao の地域間物価指数 

13) 2019 年 12 月 19 日 地域間物価指数(2) 

下位指数構築の困難さ、確率的アプローチの応用 

Spanning Tree の理論とその拡張 

14) 2020 年 1 月 9 日 不動産・家賃指数の計測 

地代法と資産価格法 

帰属家賃をめぐる論争 

 

以下、時間があれば 

 

15) 高頻度データ、Web データを用いた物価計測 

Scanner データを用いた物価指数 

Web Scraping による物価指数 

16) 指数研究の過去、現在、そして将来 

 

講義の概要 

 

標準的な経済モデルでは、経済主体が消費量や生産量を最適化行動などの行動モデルに従

い決定する。一方、多くの企業、家計データは数量情報に乏しく、売上高や消費額等の金銭

単位のデータとなっている。金銭単位の情報を数量に変換するのがデフレーターであり、消

費者物価指数はデフレーターの中で最も重要な位置を占めている。本講義は、特に物価の動

向が社会的な関心となっている日本を主に例にとりながら、物価指数をの基本理論および

近年の研究の成果を紹介しながら、物価指数を巡る諸問題について理解することを目標と

する。 

 

 



受講の前提 

 

中級レベルのミクロ経済学・マクロ経済学・計量経済学を修得していること。具体的には、

SNA の基本、重み付き最小二乗法、一般積率法(GMM)、双対性(支出関数とシェファード・

ホテリングの補題、ロワの恒等式)、CES 型効用関数、多変数関数の微分・積分、行列演算

の基礎、微分・差分方程式、の知識を用いる。 

 

評価方法 

 

期末レポートによる 

 

 

参考文献 

● 阿部修人 『指数理論への招待』 経済セミナー、2017 年 10/11 月号~2017 年 6/7 月号 

2016 年に行った本学における講義に基づいて雑誌に連載した指数理論入門。本講義は、こ

の連載ではカバーしきれなかった様々な論点をカバーすると共に、定理の証明も極力行っ

ていく。 

 

● Balk, BM. (2012) Price and Quantity Index Numbers: Models for Measuring Aggregate Change 

and Difference, Cambridge University Press. 

 指数理論の大家による、指数理論の教科書。数学科で博士号を取得した影響か、指数の公

理的アプローチにおける面倒な証明を簡潔に、しかし明快に紹介している。ただし、指数全

般にわたる教科書でなく、主に公理的(テスト)アプローチにおける理論が中心である。 

 

● 

Consumer Price Index Manual: Theory and Practice (2004), International Labour 

Organization/International Monetary Fund/Organisation for Economic Co-operation and 

Development/Statistical Office of the European Communities/United Nations/The International Bank 

for Reconstruction and Development/The World Bank 

日本語訳 『消費者物価指数マニュアル 理論と実践』(2005) 日本統計協会 

六国際機関が共同で作成した、各国の統計局が CPI を構築する際に指針とすべきマニュア

ルであり、執筆者は Peter Hill に Erwin Diewert 等、当該分野のスター達が担当している。指

数作成の際に直面する様々な現実的問題から理論の詳細まで広くカバーしており、指数理

論を勉強する際に、まず広げるべき本である。ILO のサイトにて英語の全文を無料で閲覧可

能になっている。また、消費者ではなく、生産者側の指数を扱った Producer Price Index 

Manual : Theory and Practice(2004)もほぼ同時に作成されており、こちらも IMF のサイトにて



無料で閲覧可能である。 

 

 

● Selvanathan, E.A. and D.S. Prasada Rao. 1994. Index Numbers: A Stochastic Approach (Ann 

Arbor, MI: University of Michigan Press). 

確率論的(統計学的)アプローチに関する入門書であるが、最初の数章はその他の指数理論に

関しても簡潔かつわかりやすい解説となっている。 

 

● Peter von der Lippe: INDEX THEORY AND PRICE STATISTICS. Peter Lang Publishing, 1st 

edition, 2007. 

 

指数理論の大家による大著であり指数理論と実践(統計作成実務)に関する包括的な解説本

である。数学の展開も詳細に行われており、よい入門書となっている。ただし、連鎖指数に

関する記述(それ以外にも、そこかしこで)は皮肉を交えた徹底的に批判的な立場からなされ

ており、中立的な記述からは程遠い。 

 

● Irving Fisher. (1922)  The Making of Index Numbers (Boston, MA: Houghton-Mifflin). 

 

入門書には適さないが、この分野を勉強する際には決して避けては通れない古典である。現

代にいたるまで主流の考えの一つである公理的アプローチの採用、大量の指数の比較検証、

Fisher 指数の導出など、古典的名著である。無論、今読むと、彼が用いた数値例には大きな

問題があり、入門書としては割り引かねばならないが、CPI Manual とともに持っておきた

い本である。 

 

● TOWARD A MORE ACCURATE MEASURE OF THE COST OF LIVING, FINAL REPORT 

(1996) 

 

いわゆるボスキンレポートと呼ばれる、アメリカ上院財政委員会がスタンフォード大学の

Boskin に移植した調査報告書であり、その後のアメリカおよび世界の CPI 計測・計算法に

大きな影響を与えている。経済学の立場から生計費指数としての CPI を重視している。 

 

● Wolfgang Eichhorn and Joachim Voeller (1976) Theory of the price index : Fisher's test approach 

and generalizations, Springer-Verlag, Berlin.  

 

公理主義・Test アプローチに関する様々な定理の証明が丁寧に説明されており重宝する。 

 



● 森田優三 (1986) 『物価指数理論の展開』  東洋経済新報社 

 

太平洋戦争前後の日本における物価指数研究の第一人者である著者のいくつかの論文をま

とめたものであり、70 年代まで(Diewert より前)の理論研究が整理されている。 

 

● 白塚 重典 (1998) 『物価の経済分析』東京大学出版 

 

1990 年代後半に総務省統計局と日本銀行の間で消費者物化指数に関し激しい論争が繰り広

げられた。日本銀行における物価研究の第一人者による物価に関する専門書であり、特に日

本における公式 CPI に含まれる(かもしれない)計測誤差に関して詳しく論じている。 
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